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中
西
正
和
著
『
ヨ
ー
ク
・
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
規
則
の
硏
究
』（
神
谷
）
六
七
書
　
評
）
（
（
中
西
正
和
著
『
ヨ
ー
ク
・
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
規
則
の
硏
究
』

（
東
京
マ
リ
ン
ク
レ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
株
式
會
社）（
（
　
二
〇
一
八
年
二
月
發
行
）
神
　
谷
　
髙
　
保
　
本
書
は
、
海
商
法
の
硏
究
者
で
あ
る
中
西
正
和
氏
が
著
し
た
共
同
海
損
法）（
（
に
關
す
る
硏
究
論
文
の
集
大
成
と
言
ふ
べ
き
も
の
で
あ
る
。
　
中
西
氏
は
本
書
が
刊
行
さ
れ
た
直
後
の
平
成
三
十
年
二
月
一
九
日
、
享
年
八
十
五
に
て
逝
去
さ
れ
て
ゐ
る
。
　
共
同
海
損
に
つ
い
て
の
法
規
範
は
條
約
で
は
な
く
、
萬
國
海
法
會
が
制
定
し
た
ヨ
ー
ク
・
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
規
則
（
Ｙ
Ａ
Ｒ
）
に
從
つ
て
精
算
す
る
旨
の
規
定
が
船
荷
證
券
や
傭
船
契
約
書
に
置
か
れ
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
此
の
ヨ
ー
ク
・
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
規
則
が
關
係
當
事
者
閒
に
适
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
て
ゐ
る
。
　
本
書
の
構
成
は
次
の
と
ほ
り
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
＊
序
說
　「
ヨ
ー
ク
・
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
規
則
の
歷
史
と
本
書
の
槪
要
」
一
　「
一
九
七
四
年
ヨ
ー
ク
・
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
規
則
の
最
終
草
案
の
硏
究
⑴
─
萬
國
海
法
會
國
際
小
委
員
會
の
審
議
を
中
心
と
し
て
」
二
　「
一
九
七
四
年
ヨ
ー
ク
・
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
規
則
の
最
終
草
案
の
硏
究
⑵
」
三
　「
一
九
七
四
年
ヨ
ー
ク
・
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
規
則
の
最
終
草
案
の
硏
究
⑶
」
法
学
志
林
　
第
一
一
六
巻
　
第
一
号
六
八
四
　「
一
九
七
四
年
ヨ
ー
ク
・
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
規
則
の
成
立
─
萬
國
海
法
會
第
三
十
囘
國
際
總
會
報
吿
」
［
附
］「
イ
ギ
リ
ス
海
損
精
算
人
の
共
同
海
損
擁
護
論
」
五
　「
ロ
イ
ズ
救
助
契
約
書
式
と
共
同
海
損
の
精
算
」
六
　「
ヨ
ー
ク
・
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
規
則
に
お
け
る
海
難
救
助
契
約
─
Ｙ
Ａ
Ｒ
二
〇
〇
四
、
Ⅵ
條
を
中
心
と
し
て
」
七
　「
一
九
九
四
年
ヨ
ー
ク
・
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
規
則
と
環
損
害
─
萬
國
海
法
會
第
三
十
五
囘
シ
ド
ニ
ー
國
際
會
議
の
審
議
を
中
心
と
し
て
」
八
　「
ヨ
ー
ク
・
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
規
則
の
環
損
害
に
關
す
る
規
定
と
イ
ギ
リ
ス
の
し
い
船
舶
保
險
約
款
」
九
　「
一
九
九
四
年
ヨ
ー
ク
・
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
規
則
の
共
同
利
益
主
義
に
よ
る
規
定
の
問
題
點
」
十
　「
ヨ
ー
ク
・
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
規
則
に
お
け
る
代
換
費
用
に
關
す
る
規
定
の
檢
討
」
十
一
　「
一
九
九
四
年
ヨ
ー
ク
・
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
規
則
の
給
⻝
料
等
に
關
す
る
規
定
の
檢
討
」
［
附
］　［
判
例
紹
介
］　「B
ijela
號
貴
族
院
判
決
（
一
九
九
四
年
）M
aridav.O
sw
alSteel
─
本
修
繕
が
不
可
能
な
難
港
に
お
け
る
假
修
繕
費
は
共
同
海
損
に
認
容
さ
れ
る
か
」
十
二
　「
船
舶
保
險
契
約
に
お
け
る
共
同
海
損
塡
補
條
項
に
つ
い
て
」
［
補
論
］
久
保
治
郞
「
二
〇
一
六
年
ヨ
ー
ク
・
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
規
則
の
成
立
─
共
同
海
損
精
算
實
務
へ
の
影
響
は
─
」
　
　
　
　
　
＊
　
本
書
は
共
同
海
損
法
を
學
ぶ
者
に
と
つ
て
必
讀
の
書
で
あ
る
。
　
中
西
氏
は
東
京
海
上
火
災
保
險
株
式
會
社
の
海
損
部
長
、
專
務
代
表
取
締
役
、
日
本
船
舶
保
險
連
盟
の
會
長
な
ど
の
役
職
を
務
め
ら
れ
た
方
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
共
同
海
損
法
の
專
門
家
な
い
し
權
威
と
し
て
學
界
と
實
務
界
の
雙
方
に
お
い
て
廣
く
知
ら
れ
た
方
で
も
あ
中
西
正
和
著
『
ヨ
ー
ク
・
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
規
則
の
硏
究
』（
神
谷
）
六
九
る
。
若
い
と
き
か
ら
谷
川
久
成
蹊
大
學
名
譽
敎
授
の
硏
究
會
な
ど
に
も
參
加
さ
れ
、
日
本
海
法
學
會
な
ど
に
お
い
て
も
、
ま
た
、
公
益
財
團
法
人
日
本
海
法
會
か
ら
四
年
お
き
に
萬
國
海
法
會
の
國
際
會
議
へ
派
遣
さ
れ
る
日
本
の
代
表
團
の
お
ひ
と
り
と
し
て
も
、
幾
十
年
に
も
わ
た
り
活
躍
さ
れ
た
硏
究
者
で
あ
る）（
（
。
　
御
髙
齡
に
到
る
ま
で
、
變
は
る
こ
と
な
く
硏
究
や
議
論
や
指
導
を
續
け
ら
れ
た
。
　
本
書
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
ゐ
るB
ijela
號
貴
族
院
判
決）（
（
が
出
た
あ
と
、
假
修
繕
費
な
ど
の
認
容
範
圍
を
限
定
し
よ
う
と
し
た
二
〇
〇
四
年
ヨ
ー
ク
・
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
規
則
が
バ
ン
ク
ー
バ
ー
で
の
萬
國
海
法
會
の
國
際
會
議
で
寀
擇
さ
れ
た
も
の
の
、
こ
の
寀
擇
が
國
際
海
運
會
議
所
の
反
對
を
押
切
つ
て
爲
さ
れ
た
も
の
で
あ
つ
た
た
め
に
、
傭
船
契
約
書
の
中
の
共
同
海
損
條
項
に
此
の
二
〇
〇
四
年
ヨ
ー
ク
・
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
規
則
は
取
込
ま
れ
な
か
つ
た
。
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
二
〇
一
二
年
の
北
京
國
際
會
議
を
經
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
催
さ
れ
た
萬
國
海
法
會
國
際
會
議
で
二
〇
一
六
年
ヨ
ー
ク
・
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
規
則
が
寀
擇
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る）（
（
。
中
西
氏
は
、
ご
髙
齡
で
あ
る
に
も
か
ゝ
は
ら
ず
北
京
國
際
會
議
ま
で
出
席
さ
れ
て
ゐ
る
。
　
本
書
の
必
讀
の
書
た
る
ゆ
ゑ
ん
は
、
ま
づ
第
一
級
の
法
制
史
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
中
西
氏
は
日
本
か
ら
の
代
表
團
の
中
で
共
同
海
損
法
に
つ
き
最
も
熟
知
し
、
海
商
法
全
體
を
見
渡
す
こ
と
の
出
來
る
廣
い
視
野
を
有
し
て
ゐ
た
方
で
あ
る
と
言
つ
て
も
、
お
そ
ら
く
異
論
は
出
な
い
で
あ
ら
う
。
　
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
理
論
的
に
も
、
見
解
が
對
立
す
る
主
要
な
爭
點
を
早
く
か
ら
的
確
に
指
さ
れ
て
ゐ
る
。
た
と
へ
ば
、
假
修
繕
費
に
つ
い
て
、
一
九
九
四
年
ヨ
ー
ク
・
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
規
則
の
も
と
で
も
─
換
言
す
れ
ば
、
二
〇
一
六
年
の
同
規
則
の
も
と
で
も
─
依
然
と
し
て
殘
さ
れ
て
ゐ
る
問
題
、
す
な
わ
ち
、「『
假
修
繕
が
爲
さ
れ
な
か
つ
た
な
ら
ば
』
と
い
ふ
假
定
を
置
い
た
上
で
航
海
の
安
全
な
遂
行
の
た
め
の
代
替
的
な
手
段
を
想
定
し
、
節
約
さ
れ
た
と
評
價
で
き
る
共
同
海
損
費
用
の
額
を
算
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
『
代
替
的
な
手
段
』
そ
の
も
の
に
は
何
ら
か
の
制
約
が
あ
る
の
か
否
か
」
と
い
ふ
問
題
が
死
活
問
題
で
あ
る
こ
と
を
─
本
書
の
三
八
八
頁
で
─
は
つ
き
り
と
法
学
志
林
　
第
一
一
六
巻
　
第
一
号
七
〇
指
さ
れ
て
ゐ
た
。
　
本
書
は
國
立
國
會
圖
書
館
に
獻
本
さ
れ
た
の
ち
、
橫
濱
み
な
と
愽
物
館
と
東
京
都
立
中
央
圖
書
館
に
も
そ
の
依
賴
に
よ
り
獻
本
さ
れ
て
ゐ
る
。
　
　
　
　
　
＊
　
ほ
ゞ
二
十
歲
違
ひ
の
中
西
氏
が
所
屬
す
る
海
損
部
へ
、
つ
ま
り
海
上
保
險
の
査
定
を
分
掌
業
務
と
す
る
部
署
へ
、
會
社
勤
め
を
始
め
た
と
き
に
配
屬
さ
れ
、
一
九
九
四
年
に
退
職
し
硏
究
生
活
に
は
ひ
る
ま
で
の
閒
、
氏
に
は
ず
つ
と
心
に
掛
け
て
い
た
ゞ
い
た
。
ま
た
氏
が
海
損
部
長
、
わ
た
く
し
が
海
損
部
員
と
い
ふ
時
期
も
あ
る
。
そ
の
こ
ろ
の
事
で
あ
る
、
中
西
氏
が
判
例
百
選）（
（
の
た
め
に
原
稿
を
用
意
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
何
囘
か
議
論
の
お
相
手
を
つ
と
め
た
こ
と
を
今
で
も
よ
く
覺
え
て
ゐ
る
。
　
た
ま
〳
〵
、
氏
が
人
事
擔
當
の
專
務
代
表
取
締
役
で
い
ら
し
た
と
き
に
、
硏
究
者
と
し
て
生
き
る
こ
と
を
決
め
た
の
で
あ
る
が
、
勤
め
先
を
退
社
す
る
に
當
つ
て
、
さ
ら
に
は
退
社
後
も
、
さ
ま
〴
〵
な
御
配
慮
と
ご
助
力
を
い
た
ゞ
い
た
。
ま
た
、
そ
の
全
て
を
承
知
し
て
ゐ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
中
西
氏
は
ほ
か
に
も
、
多
く
の
硏
究
者
、
そ
し
て
實
務
家
の
硏
究
者
に
力
を
貸
し
、
育
て
て
ゐ
る
。
や
ま
ひ
に
倒
れ
た
方
逹
に
對
し
厚
情
を
示
さ
れ
た
こ
と
も
一
つ
二
つ
に
と
ゞ
ま
ら
な
い
。
　
中
西
氏
に
は
、
萬
卷
の
書
を
繙
い
て
ゐ
る
と
で
も
言
ふ
べ
き
風
格
が
あ
り
、
も
う
十
年
以
上
前
の
こ
と
で
あ
つ
た
か
、
日
本
海
法
會
の
會
議
に
遲
れ
な
い
や
う
に
と
か
な
り
早
め
に
海
運
會
館
を
訪
れ
た
と
き
、
入
口
で
中
西
氏
と
逢
ひ
、
ど
う
い
ふ
經
緯
か
ら
だ
つ
た
か
、
チ
ェ
ー
ホ
フ
の
小
說
や
劇
、
そ
し
て
そ
の
手
紙
に
つ
い
て
樂
し
い
お
話
を
伺
つ
た
こ
と
も
忘
れ
難
い
。
そ
の
後
、
藏
書
を
理
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
多
く
の
書
物
を
い
た
ゞ
い
て
ゐ
る
。
忘
年
の
交
と
言
ふ
べ
き
か
。
中
西
氏
の
そ
ば
で
は
自
然
に
議
論
が
で
き
、
學
ぶ
を
喜
び
、
そ
の
周
圍
に
は
い
つ
も
明
る
い
輪
が
廣
が
つ
て
ゐ
る
か
の
や
う
に
感
じ
ら
れ
る
、
さ
う
い
ふ
方
で
あ
つ
た
。
　
長
上
で
あ
る
に
も
か
ゝ
は
ら
ず
、
硏
究
の
こ
と
も
、
ま
た
、
さ
う
で
は
な
い
こ
と
も
、
樂
し
く
、
自
由
に
、
し
か
も
、
い
き
〳
〵
と
語
中
西
正
和
著
『
ヨ
ー
ク
・
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
規
則
の
硏
究
』（
神
谷
）
七
一
り
合
ふ
こ
と
の
出
來
る
、
か
け
が
へ
の
な
い
方
で
あ
つ
た
。
思
ひ
起
こ
せ
ば
、
な
が
年
に
わ
た
り
お
便
り
や
お
電
話
を
い
た
ゞ
い
て
ゐ
る
。
有
り
難
い
事
で
あ
る
。
あ
ら
た
め
て
御
禮
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
衷
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
た
い
。
み
た
ま
の
や
す
ら
か
な
ら
む
こ
と
を
。
（
平
成
三
十
年
十
一
月
一
日
）
【
註
】
（
（
）　
こ
の
書
評
は
、
著
者
が
急
逝
さ
れ
た
た
め
、
正
則
の
弔
辭
に
倣
ひ
、
舊
漢
字
と
舊
假
名
遣
す
な
は
ち
正
字
と
歷
史
的
假
名
遣
に
則
つ
て
、
し
た
ゝ
め
て
ゐ
る
。
す
で
に
、
昭
和
五
十
六
年
の
吿
示
に
よ
り
、
常
用
漢
字
表
は
、
科
學
、
技
術
、
藝
術
そ
の
他
の
各
種
專
門
分
野
や
個
々
人
の
表
記
に
ま
で
乁
ぼ
さ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
、
と
さ
れ
、
昭
和
六
十
一
年
吿
示
に
よ
つ
て
、
同
じ
く
、
現
代
假
名
遣
に
つ
い
て
も
、
科
學
、
技
術
、
藝
術
そ
の
他
の
各
種
專
門
分
野
や
個
々
人
の
表
記
に
ま
で
乁
ぼ
さ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
、
と
さ
れ
て
ゐ
る
。
い
ま
は
、
吿
示
の
名
宛
人
を
除
け
ば
、
正
字
と
歷
史
的
假
名
遣
に
よ
る
表
記
も
隨
意
で
あ
る
。
（
（
）　
版
元
の
東
京
マ
リ
ン
ク
レ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
株
式
會
社
は
、
か
つ
て
株
式
會
社
東
京
海
損
精
算
事
務
所
と
し
て
親
し
ま
れ
、
現
在
に
お
い
て
も
、
共
同
海
損
の
精
算
業
務
を
行
つ
て
ゐ
る
會
社
で
あ
る
。
（
（
）　
商
法
第
三
編
第
四
海
損
に
も
規
定
さ
れ
て
い
る
。
日
本
法
の
最
の
狀
況
に
つ
い
て
は
、
石
井
優
・
久
保
治
郞
「
海
上
保
險
・
共
同
海
損
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
五
二
四
號
四
四
頁
─
四
九
頁
（
二
〇
一
八
・
平
成
三
〇
）
を
參
照
。
（
（
）　
氏
は
、
中
西
正
明
大
阪
大
學
名
譽
敎
授
の
御
令
弟
で
い
ら
つ
し
や
る
こ
と
を
附
言
す
る
。
わ
た
く
し
は
、
中
西
正
和
氏
か
ら
海
商
法
を
學
ん
だ
だ
け
で
な
く
、
あ
る
時
期
、
中
西
正
明
敎
授
か
ら
保
險
法
を
學
ん
で
ゐ
た
こ
と
が
あ
る
。
（
（
）　
本
書
の
中
の
「［
判
例
紹
介
］『B
ijela
號
貴
族
院
判
決
（
一
九
九
四
年
）M
aridav.O
sw
alSteel
─
本
修
繕
が
不
可
能
な
難
港
に
お
け
る
假
修
繕
費
は
共
同
海
損
に
認
容
さ
れ
る
か
』」
三
九
一
頁
は
、
拙
稿
「
代
換
費
用
と
し
て
の
假
修
繕
費
に
つ
い
て
─B
ijela
號
事
件
の
硏
究
─
」
法
學
志
林
九
八
卷
三
號
三
頁
─
二
七
頁
（
二
〇
〇
一
・
平
成
一
三
）
に
言
乁
し
て
ゐ
る
。
（
（
）　
こ
の
經
緯
に
つ
い
て
は
、
本
書
の
中
の
「［
補
論
］
久
保
治
郞
『
二
〇
一
六
年
ヨ
ー
ク
・
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
規
則
の
成
立
─
共
同
海
損
精
算
實
務
へ
の
影
響
は
─
』」
を
參
照
。
（
（
）　
中
西
正
和
「
被
保
険
者
の
運
送
人
に
對
す
る
損
害
賠
償
請
求
權
の
放
棄
」
損
害
保
險
判
例
百
選
七
六
頁
─
七
七
頁
（
一
九
八
〇
・
昭
和
五
五
）。
